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いちばん会いたくない人に会う
東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

日本大震災に関して、この 4月に文科省から派

遣要請の話をいただいた。兄が被災したこともあ

り、現地へ赴きたい気持ちが強い中、各教育委員会の推薦

と理解が得られて、ようやく赴任が可能となった。今、緊

急派遣スクールカウンセラーとして、5月から 7月までの

日程で、被災地宮城県気仙沼市の高校に詰めている。

　未曾有のダメージを受け、必死で耐えつつも健気に生き

ている現地の子どもたちや先生方の心に、じっくりとゆっ

くりと寄り添う日々である。

　　　　　　　　　　　 　＊

　この大震災が起こったその日のことだった。私が勤務する

中学校の 3年生だったＡくんが、友情が復活した級友たち

と一緒に、私のところへ別れの挨拶に来ようとしていた。

　彼はあることをきっかけに級友たちとの仲が急速に悪く

なり、2学期から学校を休むようになった。ＳＣは、この

解決のために担任教諭や学年主任らとコラボレーションを

行い、彼への継続カウンセリングと、級友たちやＡくんの

保護者に対しての働きかけを行った。

　彼に強い愛情を向ける保護者は、「息子がクラスへ行け

ないのは、級友たちが息子を無視したり締め出そうとして

いるからだ。早く指導してもらいたい」等と主張し、学校

側を批判する態度を示していた。この保護者との対応が、

夜９時過ぎまでかかったこともあった。

　決裂した級友関係修復のため、ＳＣはＡくんとの面接で

判明した幼馴染のＢくんに、昼休みの廊下や教室で声を

かけ、Ａくんがクラスの仲間と再び関係を修復できる方法

を、一緒に考え探ることを試みた。

　Ｂくんは、このＳＣの働きかけに初めは困惑の表情を

浮かべ、あっさり「ぼく一人ではどうにも、今は無理」と

いってきたりした。しかし、接触頻度が重なるにつれて、

次第にＢくんが本来持っている思いやりの心、素直な心が

出てきて、ＳＣと本気になってこの問題と取り組み、力を

貸してくれるようになっていった。

　一方、個別カウンセリングを続けていたＡくんは、Ｂく

んらの動きを知っていく中で、それまでの否認や合理化と

いった防衛的な態度が薄れていった。そして、現実を少し

ずつ直視するようになっていった。そうして、「絶対に会

いたくない！」とあれほど拒否していたＢくんたちと、Ｓ

Ｃの立ち会いの下、勇気をふるって向き合うことを決意し

たのだった。

　緊張の再会の場面、Ａくんはなかなか顔を上げることが

できず、言葉もほとんど出てこない。沈黙がちにもなり、

ＳＣはファシリテーションの必要性を感じた。級友の一

人、腕力が強く頑なな態度を示していたＣくんが、合唱祭

で最優秀指揮者として表彰された話題を取り上げたりし

ながら、場づくりに努めた。そうして、昼休みの終了を告

げるチャイムが鳴り、その場を去るＢくんやＣくんたちに

対してＡくんは、「じゃ、また」と一言だけいい、右手を

軽く上げて応えた。

　この和解のイニシエーションがきっかけとなり、彼らの

心が急速に変化した。互いを許す心が生まれ、Ａくんを

受け入れ、クラスの一人としてまた共に歩もうとする空気

が、クラス全体に広がっていった。あとは、Ａくんが勇気

をふるって教室へ戻るだけであった。

　それ以後、彼らの友情はさらに深まっていった。彼ら

は、自らの力で、人間関係の問題を解決したのだ。われわ

れ周囲のソシャルサポートを借りながら、人間集団の葛藤

を解決したのである。その結果、己に対する信頼（自信）

を深められたと同時に、他人（社会）に対する信頼感も、

いっそう育まれた。このトラブルによって、彼らは成長で

きたのである。

　人間関係の問題は、人間関係で解決するしかない。その

ことを最初に意識させられた体験は、私の記者時代に遡

る。それは、20代の若い人向けの月刊誌の記事を取材して

いる時のことだった。軍人将校を経てある大企業の社長を

歴任されたＯさんは、人間関係の葛藤を解決する秘訣をこ

う話してくれた。

　「一番会いたくない人に会う、それがもっとも有効な解

決策です」

　Aくんは、このことを実行したのだ。時期が熟しタイミ

ングも良かった上に、担任はじめ 3年生の先生方の粘り強

い働きかけもあって、事態は急速に好転していった。

　取材させてもらってから長い年月が経つが、今は他界さ

れたＯさんから教えられたこの言葉は、私の中で、そして

Ａくんはじめみんなの中で、今も生き続けている。

東
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